
≪需響ll!}f( （ r!・ 
たU か•

この度は、タカラトミー「あむあむたまこポンポン」をお買い上げ
そこと

いただきまして誠にありがとうございます。
しよう 事え と ●つ，，せつ●いしょほんしょ

ご使用の前に、この取り扱い説明書（本書）をよくお読みください。
よ お あとかぎ・かん

また、読み終わった後は必す保管しておいてください。
cDisney 

”:"-|a}，場
・こし● ●に よ
倶11書の方とお翡みください
・んでん 9 しよう
乾電池は使用しません。
NO BATTERIES REQUIRED. 

濠イラストと§員は負蘊の日蕊と金歩員なる白各があります．賽蒼員にありますあみぐるみ自のiiとあみぐるみマスコットigの告沼とフェルトはセット丙藷に己まれておりませんのでこぎ滋＜ださい．
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子様には絶対に与えないでください。 ●毛糸を指なとに巻きつけないでください。血が通わなくなり、危険です●●毛糸を編んでいる途
5とゆかみ け いふく 9●うい 、くう暴 呼 ”... 

ンダー内のベラやフック等に指や髪の毛や衣服などをはさまれないように注意してください●プラスチック袋を頭から被ったり、顔を覆っ
つつそく お. .. じこ ●● しようこ さいみ•ん こ●● て とど

ないでください．窒患する恐れがあります●●思わぬ●故の恐れがありますので、使用後は3オ未満のお子様の手の届かないところに保

ください． 

． 
Qうまく●めない。

”`＇とょ
A.1ページめのり毛糸をセットしましょうりをよく読んでからはじめてください。

しようじ”°” しよう●え と墓つ9 わ “‘I,ょ0んい よ よ印 墓と oeら

く使用上のお願い＞ 〇こ伎用の前に、取り扱い説明●（本●）をよくお読みください。 また読み終わった後は必ず
. ＂ん せいしつ•9 けぬ
保琶しておいてください っ＂

... のこ 9●9い

じ•'魏”‘
。〇性質上、毛が抜けやすいので誤って飲み込まないよう注憲してください．0はさみを使

ぷくうこん•’翡 已 9●9こ
うときは十 ．憲してください。〇プラスチック袋は梱包 ですので111l封後はすぐに捨ててください。
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Q目が胃んでしまいます．
・しu:

‘̀ A．毛糸をひつばらないように、―
9てい そくと ＂いと

じ•土い ●< cん
ァンションにかけてから、一定の速度でハンドルをまわし． 、毛糸の゜●●い●●＜

状態を確認しながら纏んでください。輪あみの場合は、ハンドルを逆まわしにしないでください。
...．．-．-．-..........-•`•--．．．．．ー•-•---0--•--...................... ......--......."....,.. 
Q零糸がテンションや計の0にからまってしまいシリンダーがまわらなくなってしまった．

•’'””’'と●,..
Aセット内容の毛糸針で編み目をゆるめてはずしてください。点菜は平苔ほぐし、からまらない

ように注意して編んでください
・・・・--・----・・-・・・・・・・・--・-・・・・・・・-・・・・・・・・・・・・・・ " `＇と記● ● m 
Q毛糸玉を●む●にほぐさないで、そのまま●んでしまいハンドルをまわし

•e 

•• «•C 
たらカチカチと●がした．

•と
A毛糸がテンションに引っかかり安全装置がはたらきカチカチと音がします。毛糸をほぐし

ましょう（→P1)を餅んでから編みはじめてください．
..--―-------̀~-- -̀-- ---• --Q.“の駈釦がテン｀ と● 0 

A届．．’｀
ンヨンに通らマ弓1つかかってしまった．
ょ“ ” `'と •び目は小さくし、余分な毛糸は切ってください。 2ページの「♦告菜がなくなりそうになった

り、色をかえたいときは… ♦ 」をよ＜扇んでください。
--- ------- --•—•-- -•—••-•••---•-·····... .--••一--··．．＜〇い99̀ m . 
Q.llf●の毛糸以外で●めますか？` "'U.. A．府属の毛糸に近い韮茨註角してください。

··-·······-······-···一•••••一•-•―•、.... 
Qあみぐるみ以外のものはできますか？

Aできます。いろいろアレンジしてください．

シリンダーが止まりハンドルだけが
じ'”い

まわっている状纏

・んせんそう 9

●とこんなとき安全装置がはたらきカチカチと

音がします。
。；；

●きりかえダイヤルを平あみ (H)に合わせ、ハンド

血し、もま？Fともまわ;けたとき． l 
●並太毛糸より太い毛糸などを使って、きつくなって

） 
っ

もハンドルをまわし網けたとき．

軍庭用昂品胃畏示法に●づく畏示
毛糸：アクリル系100％表示者：筏式会社タカラトミー 0570-041031

「子とむこちIC'.l注 c彙U心うもちでコE衷嘉に者えておりまな
潟漏究碑栢なっ⇔り、 遠ほ膚霰よっ四—
SQtのや、バッケー叉茂讀やイラス心とと異なる如玩
ださし 鄭ヽ郎つきましては万宰磁量をはらっ口蜘こ
万一お気付巴乃”虚いましたら可蕊で3血＜芯5い．

タカラトミーお宮橿相駁室 •m•鼻ん四いようご這ください

〒124-8511東京都葛飾区立石 7-9-10
蒙品や修Illこついては下記お書樟相鱗宣までお問合せください
電厄受付騎M 月曙日～金曜a（祝日・棗日を鯰く ）10~11崎
PHS. IP電話事からのお問合せは03-5650-1031 

~0570-041031 1 •力9ぽ-ートー
h廿p:I／www.takaratomy.cojp/support/index.html

株式会社 5カラトミー TOMY 

●たのしい夕刀うトミーの慣●はインターネットで http :／紐WW. I●ka,atomy .co」•

あ ●え じゅん0

●編みはじめる前の準備…………• ••…… • •• P1
ゎ• "た

●輪あみの編み方 ••…… ……… • 9• …•...... p2 
あお

●編み終わったら •……………••… •……… ••P2
n ぁ a

●輪あみの編み終わり・
あ し5た

編みはじめのしまつの仕方 ・・・ .... ………••P3
0らあ Sた

●平あみの編み方 ……••………•. ........... p4 

｀
ゴ
了
汀
さ●ム9-29

作業中、ベラは
じ げ

上下します。

0ら● a 

●平あみの編み終わり・
墨 し8た

編みはじめのしまつの仕方••………… •••• R5
かた

●ポンポンのつくり方……．．．．．．．．．．．．……•• •P6 
＂た

●オラフのあみぐるみマスコットのつくり方•••P7
，，た

●みつあみマフラーのつくり方………… ••• P11
かた

●アームウォーマーのつくり方 …••………•P13 
”た

●まほうのステッキのつくり方 ・・・・・・… … ••• P14

ゎ 0ら

※輪あみと平あみのきりかえ
つか

のときに使います。

とお あかた
2通りの編み方が
できます。

わ

輪あみ
w 

器吋::

・んたい
●本体・•.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．.． ．． 1 コ

●テンション・・・・・...・・・・・・・ ••…• 1コ
いと●9

●ポンポン糸巻•…•………• 1コ
げいと

●毛糸ガイド ・・ ・・・ ・ • ••…•• ●● ●●・・・
令

1コ
いとば， ．ん

●毛糸計 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1本
＂いと し 口（

●毛糸（オレンジ、白）…•• • 各 1 コ

．藷 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1コ
弓●みすいうくろ し9 0く●い

●フェルト（茶、水色、罵白）各1校
と ●つかせつ以9しヽ●んしょ さつ

●取り扱い説明●（本●）・・・・・・11ft1 

＊フタのは1-l,分＊

可

図のようにテンションの
とつぷ •んたい あな かた●う とつぷ

凸部を本体の穴に片方凸部

ずつさしこんでください。

尼

0だりはんとけい
フタを左（反時計まわり）に

まわし、もちあげてはずします。

（セットするときは逆の手順
むく てし●ん に

おこな
で行ってください。）



●----------------- --------------―---● |l ●--------------------“‘よう nいと

※セット内容の毛糸は「オラフのあみぐるみマスコット」をつくるためのものです．蘊盲藷はお禎にある全梁で宕ぃましょう。
------..-----＾ー一ヽ—-.. 

， 
`、3~ 亜． --9---）
零んたい たい うえ

本体を平らなテープルなどの上におき、，，．  
ダイヤルを輪あみ(W)に合わせます。

♦ 毛菜をほくしましょう ♦
けいと nいとだ零 ちのし，，，

毛糸は毛糸玉の中心から、
ばこ

かこやあき箱などに、
ぃ

ほぐして入れましょう。

二

ぞ亡
0らぁ

①ダイヤルを平あみ(H)に合わせます。
叩り●んとけい と

②ハンドルを左 （反時計まわり）に止まるまで

まわします。
と い ち ウせい しa、

③止まった位置に油性ペンで印をつけます。
ゎ

④ダイヤルを輪あみ (W)に合ゎせます。

けいと

♦ 毛糸をセットしましょう

は0 " いと

2 針に毛糸をかけます。
いとぐち み言＂わ は9

糸口の右側にある針①の
gぃ

フック内にかけます。

墨そ とろ●うしつばい

※遊んでいる途中で失敗したら、
けいと ・ ・んたい

ぁ a はさみで毛糸を切らずに本体からはずして
編み終わりをほときましょう。

1 i勘廃蘊のように、灼20cm
Cか

くらい中へたらします。

--------------------し ●： ♦ 輪あみの仕上がり ♦ ： -------̂------------9 
あ じ らよつけいや< g，， じゅう

編み地の直径約6cm 畏さは自由

・・ 1+~ あ、ハンドルをまわして編んでいきます。
ゎ とけい

し 輪あみのときはいつも時計まわりにまわしてください。
さいしよ しゥうなか けいと かる。 ば

最初の2周は中にたらした毛糸を軽く引っ張って、

ハンドルをまわしてください。

3 ハンドルを向併まわりに歩しまわして、
はり とお は0 - - - ~い

針②には通さず、針③のフック内に
けいと とお

毛糸を通します。

4このように廿の籍蘊ろと妥且に全菜を
かい こん

かけてゆき、シリンダーを1回転させます。
ただ けいと けいと

正しく毛糸がかかっていれば、毛糸は
さいこ はり うし とお

最後の針の後ろを通っていきます。

5 菜Bの籍に、 Eヵ‘ら全菜を譴します。

・-6 テンションをEへもちあげ、全菜を繭します。

百倉：ハンドルは嵐ヽにまわさないでネ！
いってい は9

：ハンドルはゆっくり一定の速さでまわしてネ！
“んたい〇だりて お み●て

：本体を左手でしつかりと押さえても手でハンドルを

まわします。
ど` •んと nぃ

：ハンドルを戻したり反時計まわりにまわさないでください。

a 易じ Cが て 零 え た

2、 編み地が長くなってきたら手前に出しましょう。
墓

編み地のねじれはときどきなおしましょう。

あ とち亨う した

編んでいる途中もなるべく下から
”°ば軽く引っ張るようにしましょう。

すうかい あじ

（ハンドルを数回まわしたら、 編み地
した C ば

を下から弓lつ張る…など。）

立
〗" [. [ 9 けいと き

図のように毛糸を切り、
・たら け いと

新しい毛糸をむすび

つけます。
nいと 。▼
毛糸を結んだら、これま

と●

で通りハ刀勺レをまわせ
▼っ・
ば続きを編めます。． 

•--~-----------------
いとぐ弓 けいと

テンション・糸口から毛糸をはずします。

.. けいと とけい

2、毛糸をもって、ハンドルを時計まわり
かいて，，，

にまわし、 1回転させます。

~• --、----”-~ ----̀ --.. 

7 フタをセットして、畜ぁみの富倫溌笠です。

6
 

〗ノ｀｀｀
.. 3→ 

高 さく 0ん •んたいしたと

編みあがった作品は、本体の下の取り
だぐち とだ

出し口からそっと取り出します。
あ め ら0うい

編み目がほどけないように、注意しま

しょう。

•ロ ・ワ
もしも、毛糸が針から

♦ はずれないとこるダ
あったら、セット内容の

♦ 

老桑社ではずしましょう．

あお けいと だんし●うぷ

4 編み終わりの毛糸をちょうど1段(1周分）
やく のこ けいと言

ほどき約20cmを残して毛糸を切ります。



-----------• 、--I9

ちOうい あ お けいとつ。 あめ

＊注意：編み終わりの毛糸を強く引きすぎると、編み目がほどけますので、気をつけましょう。

♦ しまつをしやすくするために… ♦
あ お けいととお

編み終わりの毛糸を通しやすくするために、
邸たい

本体か
あ て のこいと

らはずした後に手で残り糸をゆっくり
〇 だん L 

引っぱって、1段(1周）ほどいてください。
nいと 言 だん あと

※毛糸をはさみで切るのは、1段ほどいた後
やく e 

約20cmのところで切ってください。

は9 けいと とお

♦ 針に毛糸を通しやすくするために… ♦
gぃ けいとばり けいと とお

セット内の毛糸針に毛糸を通しやすくする
け いとさ言 兄 9

ために、毛糸の先にセロハンテープを1回
攀 ●り基な とお

巻いて針穴に通しましょう。
とa

通したらセロハンテープははずしましょう。

90 
まびすむてし蒻噂

戸＿
oo[
 

ー
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っ

な 況 nm：の a 葛 め nいとばり とお

①残り糸に毛糸針を通します。 ②輪になっている編み目に毛糸針を通します。
のこ けいと ば墓い

く残った毛糸をかくす嬬合＞

てつべんから全菜許を因値に入れます。

けいとば9 0 ゎ

毛糸針を引っぱり、輪をつくり
けいとばり とお

そこにまた毛糸針を通してむすびます。

ロ あと ;'!L+-~ ~ 。 竺
1周した後残った毛糸をゆっくりと引っぱりハをふさぎます。
のこ けいと め 鼻 0

残った毛糸のとなり2コ目の編み輪に
けいとばり い

毛糸針を入れます。

aり とお 0 わ

針を通して引っぱり、輪をつくり

そこにまた好を請して届びます。

け心 切 うち ぬ

てっぺんから毛糸針を内側に
ぃ
入れます。

”うい ● いっし●うと● 0つよう

＊注憲：編み地に一周通す必要はありません。

C.し しぼる直苔

”こ ” いと 、冨い

く残った毛糸をかくす場合＞

ぅ'”わ とお けいと。 ば

内側から通した毛糸を引っ張ります。
よぷん けいと

※余分な毛糸は、はさみで
●な” い

切るか、中に入れます。 けいとばワ

毛糸針を
0 • 

引っ張る

いう あとさいこ あ わ

1周した後、最後の編み輪に
いちど•り とお

もう一度針を通します。

けいとば9 0 ば わ

毛糸針を引っ張り、輪をつくりそこに
けいとはり とお む

また毛糸針を通して結びます。

貸ぃ入を
認
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塁

〇 ：しぼらない遍苔

D藷褒の蘊み蘊にもうユ食、
＂いと“り とa

毛糸針を通します。

うちがわ とお けいと 。

内側から通した毛糸を引っばります。 ・． 
よぷんけいと ・ ・

※余分な毛糸ははさみで切るか、 ： 
．”し9

中に入れます。

0たりはんとけい

2;：ハンドルを左（反時計まわり）に正まるまでまわします。
ら●うい 0 9 いじょう Sと

注憲：無理をしてそれ以上まわすと、カチカチという音がしますが、
畢，，｀んそう， ．と こしょう

これは安全装●がはたらいた音なので故隠ではありません。
墓●え ばこ けいと けいと

3ヤ編む前にあき箱などにほぐしておいた毛糸を、1ページ＜毛糸を
てじ疇ん み

セットしましょう＞の手順を見てセットしましょう。
こんと とけい

（今度は時計まわりにハンドルをゆっくりまわします。）
0ら うこ こんと 。たり

4 平あみはハンドルが動かなくなったら、令度はハンドルを左
はんとけい とけい

（反時計まわり）にまわし、止まったらまた時計まわりにまわし
さ●よう かえ

ます。この作業をくり返します。
いちれつめ うち＂わ けいとかる。 ば あ

※一列目は内側にたらした毛糸を軽く引っ張って編みましょう。
ち・うい はんとい』う こう

注憲：ハンドルが止まるまでは反対方向にハンドルをまわさないでね。

憂 憂じ

5 ダイヤルを輪あみ(W)に合わせて、編み地をとりはずします。2ページの
あお おな●う●う

く編み終わったら＞と同じ方法ではずしてね。

●-------------------
、--・-_-,---------------、 咋~-~、

、 ♦ 平あみの仕上がり ♦ ｝ 
---·•一ー・·-鴫·------疇•---•

あ じ 西けいやく な＂ じゅう

編み地の直径約10cm 畏さは自由

0ら 高

1 フタをはずして、ダイヤルを平あみ(H)に合わせます。

-------^---------—`• 

けいと

ここの毛糸を
〇ぬ

引き抜いて



『 9•999 • ． "いと 9よ 0 • • • 

＊注璽●み員わりの名糸を檀く引きすぎると、●み目がほどけますので、気をつけましょう．
1,  9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 

① ② ③ 

蘊み桑ゎりの晶裟を品業 函のように晶梁の蘊を 岩菜が籍ったら、蘊み
ば9 と●わ

針に通し、輪になっているつくり、晶梁甘を譴して 地の忠へ歩しぬいこ

す各ての自追 に饂 昇 厖びます。 み、薩った産業は曲り

を通します。 ．^＾※しぽらないように
—ー・、

ましょう．
ましょう．

p けいと ？いと ゎ ＂いと位いと のこ

編みはじめの毛糸を毛糸の輪をつくり、毛糸毛糸が残ったら、
けいとばり とS

毛糸針に通します。 甘を謹して厖びます。 白み地の笛へ亙し
のこ

ぬいこみ、残った
""と言

毛糸は切りましょう。
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------------------------------おお： ♦ ポンボンの大きさがえらべます ♦ ； ------------------------------
いと かん"< ● ●● 

糸まきをまわして、間隔を変えるとポンポンの大きさを

変えられます。

しょう やく だいやく

小約5.5cmのポンポン 大約6.5cmのポンポン

喜 M
Oら ● じ 9ヽ 9 1,9 9 ●9 

♦ 平あみで編んだ編み地を2つ折りにして両サイドをとじる処理法 ♦

nいとばり nいと とお ~ " 

①毛糸針に毛糸を通し、図のように目を
0う

広げながらとじていきます。

けいと

②毛糸がつれないように
〇ば

引っ張りとじます。

5|
 1 

いと ●●

り
ボンポン糸巻をセットします

.Lたい わ

本体のフタをはずし、ダイヤルを輪あみに
っe いと零•

します。次にポンポン糸巻をシリンダーの
あいだ けいと

ツメの問にさしこみ、毛糸ガイドをとりつ

けます。

いと●● じょうげ 拿うけ

※ポンポン糸巻の上下を問違えないようにしてください。

3毛桑をまきつけます

ハンドルをくるくるまわして、ポンポン菜gに全梁を蘊き付けていきまず。F

て● 9•9 けいとまつ かい

適量の毛糸を巻き付けるのには、ハンドルを50~100回くらいまわします。

4毛桑を藷びます

けいと ● ● けいと ラ●うおう 5● 

2でセットしておいた毛糸で巻き終わった毛糸のたばの中央を軽く
いと ”‘て^

むすび、糸まきを回転させてとりはずします。とりはずしてから、かた＜
にと

二度むすびしておきます。

あらかじめセットして

"'̀ おいた毛糸でむすぷ

吟

りいと

2毛糸をセットします
けいと . . "ぃと さ● いと

30cmくらいに切った毛糸を図のように置きます。毛糸の先を糸はさみ
憂C した けいと こてい ”‘攀つ

の穴に入れ、下にさげて毛糸を固定したあと、手で2~3回巻き付け
つ言けいと け い と

ます。次に毛糸ガイドをとおしてテンションに毛糸をとおします。

墨く
毛糸の先をはさむ 手で2、3回まきつける

“ ijiの年 叫 、
會 尖の函虹：篇若の

し、と 。"てん

つ 11Uc:;-糸まきを回転させ、
＂いと

毛糸をとりはずす

5 厖を藍ぇます
nいと りょう ● 

ハサミで毛糸のたばの両はしを切りひらいて
●●う つく ●● n,u: 
球にしたら、作りたい大きさに毛糸をハサミ

ととの

で整えてできあがり！

．』



パ(•,「胃"’?1.. 

してください。 しOI笛鰭）

已 99 m 

♦段数を数えやすくするために ♦

● ●い し●し

油性ペンで印をつけます。

鎗つ めい

くわしい説明は 1ページ
・ せい し●し

（ ♦ 油性ペンで印をつけようり
ょ

を読んでください。
し●し し•9 だん

印が1周まわると 1段です。
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⑥丘函…--------------------------------------------------------------------------叫 ＂しと o aぃ め て くち 匹●心犀な 0た ＂匹四 ｀ 
＊セット内…●毛糸（白・オレンジ） ●フェルト（セット内の目手 • 口の中・歯・頭の枝・ポタン） ●綿●毛糸針 ： 
＊その他…●ボンド ●はさみ

----------------------------------------------------------------------------------__, 
●としヽ 9 

♦ 後処理をしやすくするために ♦
． ． けいと ゎ と•

編み終わりの毛糸を輪に通しやすくするために、
Eた S だ̂ ,.9 だん●●

つくり方に●かれている段数は 1段多くなってい
5＜ こと ●んたい ・ ・ ・ ・

ます。各バーツ毎に本体で編み終わったら編み終
だん ●としょ 9 

わりを 1段ほどいてから、1後処理をしてください。
．．  ．んたい だん

※編み終わったら本体からはずして、 1段ほどいて
●< 

から約20cmのところをはさみで切ってください。
． ．く ●んた""'●9

※編みはじめは約20cmを本体中央にたらしてください。

な いと C亨

※指定がない残り糸は結んで編み地の中に入れるか、縫い込みます。

” ぷ S

オラフのからだの各部分をつくります

O辱nr"冒．＇首の註•註紐I綸ぁみ））
じ Uんたい

① ダイヤルを輪あみにして6段編みます。編み地を本体からはずして、 1段ほどきます。
し零つ けいと き

② 3ベージの「輪あみの編み終わり（しぼる場合①②③）」まで始末し、毛糸は切りません。（図1・2)
のこ いと 。 けいと む可 き

③ 編みはじめの残り糸も引っばってしぽります。毛糸は結んで切りません。（困3)

けいと だhTう ふく

※セットした毛糸は段懃に言まれません。

→ 
し零つお あじこじ ●るこ

④ 始末し終わった編み地を端から丸め込み、
あお けいと あ “” 
編み終わりの毛糸でぬい合わせ畏さ2.5cm
あ じまり ととの

編み地周り8cmに整えます。
けいと むす なか い V 

毛糸は結んで中に入れます。（図4・5・6)

，， 

) ~ク＼
逗 4)

累る こ

丸め込みます

→虚臼

〇慣甜‘-胃買コ(
Cる ―- 99 いと わた 99 lと ばり わ 、
白の毛糸・綿•毛糸針／輪あみ） J

たん • 

① ダイヤルを輪あみにして33段編みます。
・んたい 墨 a し Sたわ

② 編み地を本体からはずして1段ほどき、3ベージの「輪あみの編み終わりのしまつの仕方」で輪になっている編み
め し●9と0 のこ いと

目に1周通します。残り糸はしぽらず切りません。南 1-1)
・ はじ けいと ．．し' .,●9 

③ 編み始めの毛糸は「しぽる場合①～⑤」の方法でしまつします。おしりになります。（図1-2)
だ・ ・ の し• 9べつしろいと とn ぷぶ 。た

③ 下から15段目の編み目に1周別の白い糸を通します。（図2-2)結ばないで、次におしりの部分に綿をつめます。（図2-3)
・ め とお け い と 。 ば C言 のこいと C，， い

④ （図3-1）のように綿をつめたら、編み目に通した毛糸を引っ張つばりしぼります。結んで残り糸は中に入れます。
”に した ぷぷん <.. 
体の下の部分の出来上がりです。
つ●かU ぶぷん 心

⑤ 次に顔になる部分にも綿をつめます。（図3-2)
”たうととの のこ ”’̀： 0 ば

（図4)のようになるように形を整えたら、残しておいた編みおわりの毛糸を引っ張ってしぽります。
けいと し拿つ

毛糸は始末せず切りません。

ノ しノ（図

むで
巨 』
結ばない切らない

（図1-1)

（図1-2)

＊ 

c 
※結 ・

0"1鳳胃□コl（細註・屯紐 ／蘊ぁみ））

① ダイヤルを輪あみにして9段編みます。
し●た 。入いと り

② 編み地を本体からはずして1段ほどき、3ページの「輪あみの編み終わりのしまつの仕方」で、残り糸を輪に

なっている自み自に1裔繭します。全菜は品まず白りません。・はじ ● ● nいと す し”く●じ ととの n,u: C▼ • 

③ 編み始め ・編み終わりの毛糸を少しずつ引っ張って、四角い編み地になるように整えます。毛糸は結ばず切りません。（図1)
つぎ ● ●じ のこ いと く9 .. ，よつけい n eu: C 

④ 次に編み始めの残り糸を口の大きさが直径1.5cmになるように引っぱります。毛糸は結びます。（図2)
a》こ いと く9 と

⑤ （とじ方1)の図を見ながら、残り糸で0を閉じます。（図3)

“ わりの品業）※はばない占らない 翌累胃ヅ/—ノ
、 9., —•：、貨瓜； i ぁ はじ け しとも、、松叫 三 → ‘-デ油2)
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〇-闊n即厨胃帽コ （細註•籍•も輝））
ぅ" ..とつ

上あこを顔に取り付けやすいように、
”● ワょうoe しうめん 畢 ● べつ しろ

顔の両脇と正面の編み目に別の白い
”いと とお う〇 と つ いち

毛糸を通して上あごの取り付け位置
し●し T じ●んつ

の印を（図1)の①②③④⑤の順に付
し●しよう しう n いと m • 

けます。印用の白い毛糸は結ばず切

りません。

直 即~I\! I 

↓’ 
O'`’り頭の脇5段目

④ヽ 頭の正面

←Ig K!‘ 
~. 9 段・自

うわ わた い かたらととの

⑥ 上あこに綿を入れて形を整えながら
つ い ， ． のこ いと ● つ

付け位置に沿って残り糸で縫い付けます。（向2)
の こ い と n gs ぃ す

残り糸は結んで中へ入れます。（図3)
• 9 8 と● うり

⑦ 縫い付け終わった時に上あこからはみ出ている、
しるしよう つ しろ けいと ●んたい C5  ●い

印用に付けた白い毛糸があったら本体の中へ入
・ ロたち ととの

れるか、おうちにあるはさみで切り形を整えます。

／ しす

※結ばない

髯壬鬱:し
°“"”渭罰，

99 いと わた ,, いとばり 0ら

（白の毛糸・綿•毛糸針／平あみ）
む •

① ダイヤルを平あみにして9段編みます。
・ じ ●んたい ．．  し●た の こ い と

②編み地を本体からはずして1段ほどき、 5ページの平あみの「平あみの編み終わりのしまつの仕方」で、残り糸を
． ． とa けいと ... . 

輪になっている編み自に通します。毛糸は結ばず切りません。
し"' . はじ ● お けいと TC O • ．たらととの のこ いと C冨 • 

③編み地が四角くなるように編み始めと編み終わりの毛糸を少しずつ引っ張って形を整えます。残り糸は結ばず切

りません。（図1)
●り のこいとつ●

④編み地を（図2)のように2つ折にして残り糸を使って5ページの⑭平あみで編んだ編み地を2つ折りにして両
いり●9 ●,．う つついう

サイドをとじる処理法♦ ）の方法でとじて、 筒状にします。
つつ ° ”'りいやく ととの りょうはし わた い

⑤ 筒に綿をつめて、直径約1.5cmになるように整えます（※両端2cmには綿を入れません。） （図3)
のこ いと ゜ ”た ととの nいと む. . 

⑥ 残り糸を引っばりドーナツ型に整えます。毛糸は結んで切りません。（図4)
・んたい

゜
”た●じ ●つ

7 本体に（図5)のようにドーナツ型の編み地を巻き付けます。
らつけいでく りょうこし やく ●● ● のこ いと ・ ・

⑧ できあがりが直径約15cmになるようにドーナツの両端を約2cm重ね合せて残り糸で縫い合わせます。（図6)

＂いと 99 いとばり わ 、
ニ―ュ19立~”‘量 （オレンジの毛糸・毛糸針／輪あみ）

------ --— —-J 
ゎ だん •

① ダイヤルを輪あみにして6段編みます。
● じ●んたい たん ● ● しかた のこいと 0 • の

②編み地を本体からはずして1段ほどき、3ベージの「編み終わりのしまつの仕方」で、残り糸を輪になっている編み目
いっし●うとお ＂ いと C, ． 

に一周通します。毛糸は結ばず切りません。
・ はじ ● ● n いと言こ 〇 ● し＂く ● じ ととの ● ●じ n いと C9

③ まず編み始め・ 編み終わりの毛糸を少しずつ引っ張って、四角い編み地になるように整えます。編み始めの毛糸は結
“0 い 曇 ● けいと.. . . 

んで中に入れます。編み終わりの毛糸は結んで切りません。（図1)
．．  のこいと つ” ．しく9 と のこいと C書 •”い ず

④ 編み終わりの残り糸を使って編み地の口を閉じます。残り糸は結んで中へ入れます。（図2)
と● くちした 可

⑤ 閉じ終わった口を下にしてたたみます。（図3)
す ●うこう ● べつ けいと さいしょ ● C9  と す

⑥ （図4）の方向に2つ折りにし、別の毛糸30cmを最初の自に結び閉じます。（図5)
りょうはし す

⑦ 両端がとがったはなができます。（図6)

0入こ いと

残り糸は冦び
なか い

中へ入れる

油2)
→ 

（向6) t`  ← ← 

・-2 し●しん み 〇 つ

；ヽ オラフを組み立てます （フェルトはバッケージの写真を見ながら貼り付けます。）

ヽ 釦）

|2つ品にします 1

C うり 鼻●え. .. . じ●んばんは つ

＊歯上あこと頭の枝は（図3・4)のように順番に貼り付け

（取り付け）ます。

（如 ）

枷ない⑥丞云五旬~ / 』 凸正ー磁ぐt1
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切らない
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●う した C うn

① はなは、 とがった方が下に向くように上あこに
●つ言

縫い付けます。（図1)

※閤い 、—•
ず

（図1)

（向2)

つく 曇しのこいと

② いちばんはじめに作ったオラフの足を残り糸を
つか •んたい ● 可

使って本体に縫い付けます。（図 2)

~ （曲3)

9 序，，9 ＾て三

ホンドを付けて頭の上の口を
0ろ≪た い "・・ いと

広げ中に入れます。残り糸で
r,,. C 0' 

しぽって結び、系は中に入れます。

二-~ ‘lI心い中に入れる

（如）

R
 



~--．．ー・···.:··・~ :~ -·:.~: ::.: --.~ ---------------: ・・--------------------------、＇ よう し●ん けいとなみ ●● た• ,. , ・ ＊マフラー用●市販の毛糸（並細3玉〈アナ：オフホワイ ・， ト1、茶2 エルサ：オフホワイト3〉)
よう し 叫 けいとこみぶと う●.... ＇ ・▼いろ n いと●9： ＊かざり用 ●市販の毛糸（並太〈アナ：薄紫 エルサ：水色〉） ●毛糸針 ●はさみ ： ・-------------------------------------------------------------------------------' 

-- /  IM胃霜コ
♦ アナのみつあみマフラーのかさり

し は^ ＂’＇とゎ
（市販の毛糸／輪あみ）

・んたい つく たん •

① リポンの本体を作ります。ダイヤルを輪あみにして29段編みます。
●じ●んたい だん ぁ• し，，たのこいと。

② 編み地を本体からはずして1段ほどき、3ページの「編み終わりのしまつの仕方」で、残り糸を輪になっている

血這に1裔繭します。白み始め蘊み庭ゎりの全菜を歩しずつ§Iつ蛍って、西祠ぃ白み地になるように畜ぇ
のこ け い と C書 • 

ます。それぞれ残り毛糸は結ばず切りません。（図1)
のこ いと つ，， ・ じ りょうにし く9 と

③ 残り糸を使って編み地の両端の口を閉じます。
n いと CT  •,, い

毛糸は結んで中に入れます。（図2)
●じ

④ （図3）のように10cmになるように編み地の
りょうはし うらびり べつ ＂も9C ・

両端を裏側へたたみ、別の毛糸で縫い付けます。 （函1) あ はじ nしと

． ． けいe m ． じ •,, い

縫い終わったら毛糸は結び、編み地の中へ入れます。~
（編み始めの毛糸
い と く ら と

っ:':,-,,... "·=~ ぷ ぷ ん 〇 ピん 轟

⑤ 次にリポンの市の部分を輪あみで11段編みます。
残り糸で口を閉じます

・んたい つく かた ●● ●う●う <9 と し●く 葛 じ つく

リポン本体の作り方と同じ方法で口を閉じた四角い編み地を作ります。
●9 べつ ” ’‘c • ． 

⑥ （図4）のように3つ折にして、別の毛糸で縫い合わせます。
・んたい ，．，．， ．。 ． ．らととの 茎 はし ぬ • 

⑦ リボン本体の中央をリボン帯で巻き、しぽってリボンの形に整えて市の端を縫い合わせます。（図5)
べつ けいと つか

⑧ 別の毛糸を使ってマフラー益伍に取り付けます。

♦ エルサのみつあみマフラーのかざり ♦
し Uん 99,t: b 

（市販の毛糸／輪あみ）

しはん けいと 〇 だん ● ● お

※市販の毛糸を輪あみで21段編み、3ページの「編み終わ
し かた 99つけい

りのしまつの仕方」でしまつします。直径6cmになる
Dた ● はじ のこ いと

ように綿をつめ、編み始めの残り糸をしぽってポールを

伝ります。藉り桑を匝ってマフラー盗葎に取り付けます。

(~ 5 ) 

-II“'’’"冒： （市勧註3個頑云;
① ダイヤルを輪あみにして1玉分 （約25グラム）の編み地を3本編みます。

② 編み地を本体からはずして1段ほどき、 3ページの「編み終わりのしまつの仕号」で、藉り菜を畜になっている

蘊み自に1裔藩します。3ページの「畜ぁみの白み庭ゎりのしまつの仕汚（しぽる蘊苔①②③）」まで始呆し、

残り糸は結んで切りません。

a胃震需濡胃D

“ん ● じ のこ いと ● じ m9 C曾

③ 3本の編み地の残り糸を、できるだけ編み地の近くでまとめて結びます。（図1)
...  こてい み 墨 つく

④ 結び目を固定して、三つ編みを作ります。
鼻 ● ●し のこ いと C9 

⑥ 編み終わりの端の残り糸もまとめて結びます。（図2) 芦

ちょっnぃ
径 6cmに

っ
るように詰めます

＿ てしぽる
いと e 

ー 咽砂'J

糸は切ります

っぱってしぽ
いと 言

り糸は切らない

てん uん • 

マフラーのかざりはそれぞれ点線に沿
ぬつ み•

うように縫い付けます。三つ編みのマフ
さ● む● いと 。 ・

ラーの先の結び糸は縫い合わせるとき
・んたい ●さ こ

マフラ一本体とかざりに挟み込むように

します。

e
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， ＊アームウォーマー用 ●市販の毛糸（並太〈アナ風：白、赤素 lエルサ風：白、プルー〉）
' ” し叫＂心 止 じ” ” ” ”(;四 l ： ＊かざり用 ●市販の毛糸（太さ自由〈アナ風：ピンク／エルサ隅：キラキラ〉） ●毛糸針 ●はさみ ， 

--—- ----------------------------------------------—- -----—- --------------_ _＿＿＿＿ _------.  

------~---------... 

«II“'’i’’'〖】 嘩販の註／綸ぁみ））
① ダイヤルを輪あみにして白の毛糸で7段編みます。

② 次に好みの色の毛糸で14段編みます。

（※毛糸を変えるタイミングは若の向 「全菜の笞を金ぇるタイミング(P14)」を苔蓋）

③ 最後に白の毛糸で8段編みます。

④ 編み地を本体からはずして1段ほどき、
．．  

3ページの「編み終わりのしまつの
し●た のこいと 。 ・ の

仕方」で残り糸を輪になっている編み目 ※品んでるに

に1盲醤します。全菜は品まず白りません。 入‘れます
” いと とお けいととa <9 9 

⑤ 毛糸を通したら、毛糸を通した口を（図1)
•の。9 0る

のように左もに広げます。広がったまま
じょうたい のこ ＂いと C▼ • じ ●か

の状態で残り毛糸を結び、編み地の中

へ入れます。
. ．じ のこいと

④ 編み始めの残り糸は、そのままのゆるんだ
じようたい C • じ 勺ヽ
状態で結び編み地に入れます。（図2)

（属2)

／
ニ

~ -------------------------------------------------------------------~-----― し 0ん けいとぷと じゅう ちょっnい ●9じょうI ●市販の毛糸（太さ自由） ●リポン ●直径5ミリの棒状のもの（お筈など） ●ストロー ●ポンド ●はさみ ： ・-------------------------------------------------------------------------------

0! ！胃罰胃胃
し w,. 99 いと いと 零

（市販の毛糸／ポンポン糸巻き）

ふう

♦ アナ風かざり ♦

いと ● つく

〇ボンポン糸巻きでポンポンを2つ作ります。
9•ぅしん む言 n いと ● のこ いと

中心を結んだ毛糸は切らずに残し、その糸で

磁伍に取り1~けます。

ふ9

♦ エルサ風かさり ♦
いと 拿 つか す て じ●，，， つく

〇ポンポン糸巻きを使い（図①②③）の手順でかざりを作ります。

いと拿

① ポンポン糸巻きに巻いた
けいと かた●う む可

毛糸の片方だけ結びます
... ．んたい”ゎ • 

② 結んだ反対側を切ります。
CY n いと 9•9 しん 09 

③ 結んだ毛糸を中心に広げます。

④ ポンポンをもう 1つ
つく ら●うしん

作り、中心をしぽった
nぃと のこ

毛糸を残します。
のこ いと つか

⑤ 残り糸を使って①～③
つく ら●うしん

で作ったかざりの中心
・んたい つ

を本体にぬい付けます。

•------------------------------------------------·. 
＇ 

， 
! A鱗の邑碩ぇるタ イミング

i 
● つぎ

ハサミで切って次の
ぃ' nいと し9

色の毛糸を結びます

〗／／翌疇ふ3心自竺竺 ＂ ＂心 " II¥ 1色目のさいこ．の段が残り3目のとき毛糸を変え
nいと き いら V 

ます。毛糸を切る位置は回のとおりです。
けいと むす かた nいと

※毛糸の結び方は2ページ （ ♦毛糸がなくなりそ
いろ

うになったり、 色をかえたいときは・ ・・ ♦ ） を
み

見てください。
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